
⑦眺瞰台

眺瞰台から眺める３６０度

のパノラマ。遠くに七里長

浜と岩木山を望む。

ここは昭和40年代まで、

幻の県道と呼ばれていた。

自衛隊が請け負って１０年

がかりで開通（S57)させ

た県道。

⑦

⑧

●
●

①奥津軽駅

↓(20km･車30分）

②観瀾山公園

↓(15km・車23分）

③平舘灯台

↓(11km・車20分）

④高野崎灯台

↓(14km･21分）

⑤龍馬山義経寺

↓(11km･車20分)

⑥竜飛岬

↓(5km･車7分)

⑦眺瞰台

↓(15km･23分）

⑧小説｢津軽」の像記念館

↓(40km･車1時間）

①奥津軽駅

勉強会＆ワークショップで
私たちが考案しました。

①奥津軽駅の駅舎

③平舘灯台・
おだいばオートビレッジ

国道２８０号沿いに約１㎞の松並木が続く

松前街道、陸奥湾を一望する砂浜の海水浴

場やキャンプ場、全国的に例をみない国道

沿いの白亜の灯台もすべて津軽国定公園内

にある。

昔、外国船をけん制するために蟹田･平舘･

竜飛･小泊など９ヶ所も砲台が設けられてい

たため「おだいば」という名称が残っている。

②観瀾山公園

小高い丘の突端から、陸奥湾と津軽海峡

をぐるりと見渡せる。

④高野崎灯台   下に下りると奇岩怪石が続く景勝地・

　　　　　　　 袰月海岸があり、キャンプもできる。

　　　　　　　 晴れた日には、下北半島や北海道を

                      望める絶景 ポイント。

高木恭造文学碑

方言詩人であり、医者であった高木恭造。陽コあだネ村の碑文

を読んでみよう。･･･ワゲモノハ ミンナ ホガサネゲデマッテ

アダマサ ワガメッコ ハエダンタ ジッコバババリ ウジャウジャ

ッテナ･･･

階段国道（362段）を下りると

竜飛漁港。路が全く途絶えている。

（この事業は平成２４年度青森県観光コンテンツパワーアップ事業の助成を受けて実施しております）

《奥津軽駅を拠点としたモデルコース》

①

②

③

④⑤

⑥

⑥竜飛岬

日本の灯台50選に選ばれた。

現在でも津軽海峡を 行き交

う船の安全を見守っている。

津軽海峡冬景色の歌謡碑。

赤いボタンを押すと曲が

流れてくる。


